
平成２９年度 標準的学力調査の結果（ＨＰ版） 

学校支援課 

 平成３０年１月に実施した標準的学力調査（東京書籍版ＣＲＴ）の結果をお知ら

せします。                                           （数値は平均正答率％） 

＜中学校２年生理科＞ 

年度 新潟市 全国 全国との差 標準スコア

平成２９年度 ５４．２ ５５．４ －１．２ ４９．４ 

平成２８年度 ５５．８ ５５．５ ＋０．３ ５０．１ 

＜中学校２年生英語＞ 

年度 新潟市 全国 全国との差 標準スコア

平成２９年度 ６１．０ ６２．１ －１．１ ４９．５ 

平成２８年度 ５８．６ ５３．２ ＋５．４ ５２．４ 

中学校理科 

【今年度の結果について】 

中学校理科は，全国平均とほぼ同程度だった。種別にみると「基礎」は全国平均

を下回り，－１．６ポイントであったが，「活用」は全国平均を上回り，＋０．７ポ

イントであった。領域別に見ると，エネルギーの領域（電流の性質）は全国平均を

＋０．５ポイント上回ったが，粒子の領域（化学変化と原子・分子）は－３．８ポ

イントと大きく下回った。また，生命の領域（動物の世界）は全国平均を＋０．９

ポイント上回った。なお，地球の領域は，まだ未履修のため調査対象より除外して

ある。 

昨年の調査と比較すると，達成率が６１.７ポイントから５７.７ポイントに下が

っている。今回の調査から知識理解に不十分な点があり，領域においては粒子の定

着が不十分であることが明らかになった。学習内容を確実に定着させるため，日々

の授業での課題を明らにし，指導を工夫・改善することが必要である。 

◆内容ごとの状況（中学校・理科）        

○…全国平均を上回った主な問題

●…全国平均を下回った主な問題

○酸化銀の分解で発生する気体を確かめることができる。 

 ●酸化銀の分解でできた固体の性質について理解している。 

 〇実験を行う上での注意点を理解している。 

 ●鉄と硫黄の化合を，化学反応式で表すことができる。 



 ●反応によってまわりの温度が上がる反応を，「発熱反応」ということを理解

している。 

 ●ゆるやかな酸化によって起こる現象を考えることができる。 

 ●気体の発生が終わったあと，ゴム管をピンチコックでとめる理由を理解して

いる。 

 〇実験の結果のグラフと表から，試験管の中に未反応の炭素が残っていること

を説明できる。 

 〇細胞を観察するときに用いる染色液を理解している。 

 ●動物を分類する特徴について考えることができる。 

 〇恒温動物について理解している。 

 〇もとは同じ器官であったと考えられる器官を，「相同器官」ということを理

解している。 

 ●熟した後のバナナに糖ができているかどうかを調べる実験を指摘し，結果を

説明できる。 

 〇抵抗器に流れる電流の大きさを求めることができる。 

 ●抵抗器に流れる電流の大きさを調べるために，電流計をつなぐ箇所を指摘で

きる。 

【今後の対応について】 

◎理科を学ぶ意義や喜びを実感できる授業を心掛ける 

学習内容となる科学のしくみが生活で利用されていることに気付かせたり，身

近な自然事象を問題化し，その解決に向けて探究的な学びを組織したりすること

で，理科での学びと実生活との結びつきを実感できるようにする。 

◎学習内容を構造化できる授業を心掛ける 

他教科や領域で扱った理科的な要素について，理科の授業で追究させたり，既

習事項の延長線上に新たな学習を設定したりすることで，知識を構造化し，より

深い理解へとつなげられるようにする。 

◎生徒が基礎的事項を発信して身に付ける授業を心掛ける 

基礎的事項については，そのしくみや特徴について，個々に考えたことや調べ

たことを共有し，構成する活動を通して，定着できるようにする。また，章末や単

元末で，まとめノート（レポート）を作らせるなど発信できる活動を組織する。 

中学校英語 

【今年度の結果について】 

 新潟市全体の状況は，基礎・活用ともに全国平均をやや下回った。種別にみると

「基礎」が全国平均より－１．１ポイント，「活用」が－１．２だった。領域別で

は，「聞くこと」の領域で－１．３，「読むこと」の領域で－０．３，「書くこと」

の領域で－１．７ポイントだった。観点別では，「コミュニケーョンへの関心・意

欲・態度」が－３．１，「外国語表現の能力」が－４．６と課題が見られた。昨年ま

で課題のあった「リスニング」「長文の読み取り」等に関わる「外国語理解の能力」

は，全国平均を０．５ポイント上回り，改善が見られた。 

 全体は大きく上回っているが，小問題別に見ると，「リスニング」の対話内容を



聞き取り，適切に応答することに課題が見られた。また「英作文」の対話の流れに

合った英文を書くことに課題が見られた。 

◆内容ごとの状況（中学校・英語）       ○…目標値を上回った問題 

                      ●…目標値を下回った問題 

【聞くこと】 

 ●絵を適切に表している英文を聞き取ることができる。（～がある／いる） 

 ○絵を適切に表している英文を聞き取ることができる。（昨日楽しんだこと）

 ●対話の内容を聞き取り，適切に応答することができる。（なぜそこに行った

のかたずねられて） 

 ○対話の内容を聞き取り，適切に応答することができる。（どのようにして学

校へ行くのかたずねられて） 

 ○英文の要点を聞き取ることができる。（何に所属をしていたか） 

 ●英文の要点を聞き取ることができる。（もっとも伝えたいこと） 

 ○対話の内容を聞き取り，資料をもとに英語で答えることができる。 

【読むこと】 

 ●語形・語法を理解することができる。（動名詞） 

 ●語形・語法を理解することができる。（疑問詞） 

 ○メールの要点を理解し，相手の質問に適切に応じることができる。 

 ○対話の流れと表から，登場人物の適切な発言を判断することができる。 

 ○英文の内容を把握することができる。 

 ○登場人物の言いたいことを理解することができる。 

【書くこと】 

 ○単語を正しく書くことができる。（有名な） 

 ○単語を正しく書くことができる。（子ども） 

 ●英文を正しい語順で書くことができる。（副詞的用法の不定詞） 

 ○英文を正しい語順で書くことができる。（「～してはいけない」の文） 

 ●場面に応じて書く英作文：対話の流れに合った英文を書くことができる。（し

ていたことをたずねる） 

 ●場面に応じて書く英作文：対話の流れに合った英文を書くことができる。（い

つかをたずねる） 

 ●今週末の予定について，まとまった内容で説明する分を書き表すことができ

る 

【今後の対応について】 

◎目的，場面に応じた表現活動の設定 

前述のとおり，「外国語表現の能力」が－４．６と課題が見られた。「話すこと」

は評価対象になっていないので，「書くこと」に関する設問で多くの課題が見ら

れたと言える。特に「場面に応じて書く英作文」に関する内容において，２問中２

問とも目標値を大きく下回った。 

また，「コミュニケーョンへの関心・意欲・態度」が－３．１と「外国語表現の

能力」に次いで低い数値だった。英語で意思疎通を図りたいという関心・意欲は



コミュニケーション活動の前提となる。 

新学習指導要領の外国語科の目標に，『外国語によるコミュニケーションにお

ける見方・考え方』を働かせることが明記されている。『外国語によるコミュニケ

ーションにおける見方・考え方』とは，『コミュニケーションを行う目的や場面，

状況等に応じて，情報を整理しながら考えなどを形成し，再構築すること』とあ

る。 

これを受け，単純な和文英訳をさせるのではなく，生徒一人ひとりに「英語でコ

ミュニケーションを図る必要がある，図りたい」という目的意識を醸成させるた

めに，明確な場面，状況設定をしたい。生徒が自らのコミュニケーションの成否

を通して，成果と課題を分析できるようにすることが大切である。 

◎絵やまとまった英文を読み，状況を説明する活動の設定 

  既習言語材料を繰り返し用いさせるために，帯活動等で即興的なスピーキング

（やり取り）を行っている学校が増えている。毎回でなくてもよいが，仲間との

やり取りを通して，互いの意見を２，３文の簡単な英語でまとめるライティング

の活動を設定するとよい。また，絵を見せ，その状況を２，３文の簡単な英語で

表現する活動を定期的に設定するのも効果的である。その際，全生徒の書いたも

のを添削するのは難しいが，机間指導の中から，多くの生徒が間違ったスペリン

グや効果的な英文法を意図的に取り上げ，既習単語のスペリングや語順，文法に

触れる機会を多くしていくとよい。 


